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概要 
筆者は、van Hiele に始る思考水準論を援用して、子どもの関数学習による、関数にかかわ

る思考の変容を記述する研究を進めている。その一貫として、本稿では、関数の各水準及

び移行期の思考の様相を把握するために行った、小４～高３に渡るペーパー及び面接調査

結果から、第１水準以前の面接のみを取り上げ、言語表現に着目して分析、考察した。

Finding として、第０水準の子供は、個別的な事象の数量関係は考察しえるが、複数事象に

共通な数量関係を比較対照することができないこと、二変量的な考えに乏しく、一変量的

に従属変数に着目して考えること等がわかった。また、第１水準への移行期では、言葉の

学習に伴って、二変量的な見方や、それを活用する表などの表現法が確立していき、複数

事象に共通な関係が比較対照できるようになっていくこと等がわかった。さらに、思考水

準論に対しては、水準への子供の思考の振分け論的な、従来の水準判定研究の欠落点を、

移行過程における子供の思考の様相を示すことから、提起した。 
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